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●町の財政状況（上半期）

●第15回健康ふくしまつり

●教育委員会だより

●自治功労者表彰
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状況報
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(平成13年９月30日現在)

　㎜予算現額〔i恋心〕

趾－|

50億

収入総額　62億7,336万2千円（収入率55.1％）

　　　　　　10　　　　　　　20　　　　　　　30

40

　　　　30　　　　　　　20　　　　　　10

支出済額　34億7,383万7千円（収入率30.5％）

｜

｜

町では、皆さんに町の財政状況を正し＜理｀X

解していただくとともに、納められた税金や

国・県支出金がどのように使われているかを

知っていただくために、「財政状況の公表に

関する条例」に基づき、年２回（広報壬生６

月・12月号）財政状況を公表しています。

　今回は、平成13年度上半期（平成13年４月

１日から９月30日）の財政状況についてお知

らせします。

40 50億

酋長



｜特別会計執行状況

　　㎜■　　　　　･㎜■　　　　　･･　　　　　　■･■■㎜

　　　　国民健康保険

j=予算額　30億8,129万７千円

(執行率)

収入済額　12億4,786万８千円　40.5%

支出済額 10億6,301万２千円

公共下水道事業

34.5％

j………　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（執行率）

i･予算額　14億4､193万２千円

収入済額　２億3､852万５千円　16.5%

こ支出済額　５億4､419万４千円　37.7%

レ（収支の不足額は、一般会計から運用しました。なお、

i……公共下水道事業には、都市計画税の一部が充当されてい

l･ ま す｡）

レ予算額

l=J収入済額

Fj･支出済額

平成13年度上半期

町の財政

｜町税の内訳
予算現額 収入済額

町　民　税 19億3濁3万５千円 ８億5,471万７千円

固定資産税 22億5,297万２千円 17億1,057万７千円

軽自動車税 3,959万８千円 3,983万円

たばこ税 ２億3,140万円 9,860万８千円

特別土地保有税 760万１千円 788万７千円

都市計画税 ３億5洲5万６千円 ２億3,156万６千円

……………………………………………………　a

21,493円　43,015円　1,002円2,480円　5,823円　198円

・　　　　　　　　　　　　　　　　1人当り資

，

こ

。（゛゛）

笛????|??I??

　189万円　　　，7.;u65,516円131,119円3,053円7,558円17,750円　605円

189万５千円loo. 3%　　225’6o1円（平成13年4月１日人口39,767人　世帯数13,046世帯）

奨学資金

老人保健事業
(執行率)

:y･='.予算額　31億1,120万８千円

乃収入済額　　13億112万９千円　41.8%

レ支出済額　12億5,282万６千円　40.3%

　　　　介護保険事業

=j,.;.:.･,･予算額　11億4,780万４千円

(執行率)

=,り収入済額　３億5,896万９千円　31.3%

と……゛･支出済額　４億1，801万１千円　36.4%

　(収支の不足額は，一般会計から運用しました｡)

農業集落排水事業

作予算額

1.1.j収入済額

３

■　　■㎜㎜■　　　■　　　　　　　　㎜｜企業会計執行状況

　･■㎜■■　　　　■■･㎜　　　　　■■㎜　　　　　　･･■･■･㎜■㎜

水道事業
　　　　　　　　　一一　‥-一一　　-一一一一一一

（執行率）　j.]ll､収益的収支つ

　　　　　　　宍収入予算額５億7､055万６千円13億7,933万円

１億91万１千円　7.3%

支出済額　４億4､353万８千円　32.2%

(収支の不足額は、一般会計から運用しました)

支出予算額５億6,200万６千円

　皿＝=J===皿t,資本的収支ﾘ

に｡j==■･-･･･-･･-=====･･=
収入予算額２億3,089万５千円

支出予算額４億　886万１千円

収入済額

支出済額

収入済額

支出済額

１億9,670万円

１億4,897万４千円

　　　　Ｏ千円

8,866万９千円

-

｀ W /

税の負担状況

　　　　　　　　　　　－　　　　－1,1　　　しΞ，‾　　－



健康ふくしまつり

ｌ
・
り1縫つくる自創吋鮒

　
健
康
と
福
祉
を
考
え
る
「
第
1
5
回
健
康
ふ
く
し
ま
つ
リ
」

が
‥
目
月
３
日
、
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
朝
早
く
か
ら
家
族
連
れ
が
訪
れ
「
健
康
と
福

祉
」
に
関
す
る
催
し
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

関
心
の
高
か
っ
た

　
　
　
　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
ー
・

　
’
聊

に

の
日
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
で

-

功労者等の表彰

は
、
町
の
保
健
や
福
祉
の
た
め
献
身
的

に
活
動
を
続
け
て
い
る
保
健
事
業
・
福

祉
功
労
者
表
彰
、
３
歳
児
及
び
母
と
子

の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
、
家

族
全
員
が
健
康
管
理
に
努
め
５
年
ま
た

は
1
0
年
間
コ
皮
も
国
保
に
よ
る
医
療
を

受
け
る
こ
と
な
く
健
康
に
過
ご
さ
れ
た

方
の
表
彰
、
社
会
福
祉
協
議
会
法
人
設

立
2
5
周
年
に
際
し
、
活
動
功
労
者
の
表

彰
、
社
会
福
祉
向
上
の
た
め
高
額
の
寄

附
を
さ
れ
た
方
の
表
彰
等
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
室
内
の
催
し
と
し
て
は
、
健
康
チ
ェ
ッ

ク
や
健
康
・
運
動
・
歯
科
相
談
、
介
護

用
品
・
福
祉
機
器
展
示
、
ま
た
何
十
年

後
の
自
分
を
体
験
で
き
る
高
齢
者
疑
似

体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、
骨
伝
導
音
測
定
に
長
蛇
の
列

が
で
き
、
健
康
に
対
す
る
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
え
ま
し
た
。
ま
た
、
体
育
館

で
は
、
体
力
測
定
や
晩
秋
を
歩
い
て
楽

し
む
「
健
康
ウ
ォ
ー
ク
」
の
受
付
が
行

わ
れ
、
大
勢
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
駐
車
場
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
各
種
模
擬
店
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
軒
を
つ
ら
ね
、
終
始
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

▲福祉施設の紹介コーナー

ド
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
た
屋
外
心

Ｖ
Ｓ
康
相
談
に
は
行
列
が
／
・

こZX7･l●・11

４
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翁絃

｀Ｗ／

傭
薬
ふ
ぐ
じ
ま
う
登
茜
翼
看
　
寵
称
惣

町
長
表
彰

保
健
事
業
功
労
者
表
彰

予
防
接
種
部
門

陣
内
秀
明

赤
羽
根
孝
枝

○
健
診
部
門

　
田
中
美
代
子

○
廃
棄
物
部
門

｜

Ｘ　　／
　一一‥一一

（
嘱
託
医
師
）

　
（
看
護
婦
）

（
嘱
託
歯
科
医
師
）

緑
町
一
丁
目
自
治
会

一
　
福
祉
功
労
者
表
彰

○
福
祉
団
体

　
青
年
サ
ー
ク
ル
「
ク
ラ
ゴ

○
援
護
功
労
者

久
保
田

寺
内
　
ヨ
、　　c恥
ン晃fﾐ

佐
藤
　
カ
ツ
　
（
配
食
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
）

伊
藤
紀
代
子
　
心
身
障
害
児
老
親
の
会

琴
寄
　
ツ
ヤ
　
　
　
　
（
ひ
ま
わ
り
会
）

長
渾
　
弘
子
（
施
設
職
員
こ
も
っ
け
荘
）

只
見
　
保
子
（
施
設
職
員
こ
も
っ
け
荘
）

水
戸
部
和
也
（
施
設
職
員
・
し
も
っ
け
荘
）

亀
田
ト
ミ
子
（
施
設
職
員
こ
も
っ
け
荘
）

宮
崎
　
隆
次
（
施
設
職
員
・
し
も
っ
け
荘
）

ノ‾‾‾‾'‾‾へ

３
歳
児
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
お
よ
び

心
と
子
の
よ
い
歯
宕
ン
ク
ー
ル
表
彰

大
橋
祥
子

　
（
町
営
下
台
団
地
）

（
配
食
サ
し
ビ
ス
グ
ル
ヒ
フ
ー
）

０
３
歳
児
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
部

員
匹
優
秀

　
黒
川
亜
香
里
　
　
　
　
　
（
下
表
町
）

疹
優
秀

　
清
水
椎
葉
　
　
　
　
（
稲
・
下
馬
水
）

浪
優
良

　
青
柳
政
輝
　
　
（
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
）

▲アイマスクを体験しよう

　
　
　
さ
や
か

白
石
彩
也
香

栗
原
　
諒

（
安
塚
⊇

　
（
城
内
）

○
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
部

之
最
優
秀

　
畑
中
恵
子
・
一
樹
　
（
緑
町
一
丁
目
）

参
優
秀

　
島
袋
真
由
美
・
健
太
　
　
　
（
落
合
）

へ

国
民
健
康
保
険
健
康

増
進
奨
励
事
業
表
彰

○
1
0
年
表

　
高
山
三

　
斎
藤

　
薩
葉

仁え柴≒四ょ賞

　　男お工え

　○

小５

谷年

野褒

絢票宣

子こ

本
多
　
博

田
村
栄
子

金
田
喜
一
郎

．／

　
　
（
福
和
田
）

　
（
安
塚
中
央
）

（
壬
・
下
馬
杢

（
六
美
町
中
央
）

　
　
　
（
馬
場
）

　
　
　
（
鹿
島
）

　
　
　
（
下
町
）

W

増
山
敏
夫

海
老
原
ト
シ
子

神
水
ヨ
シ
子

山
内
裕
司

仲高田

田山中

　一宇茂

昭?尚美ヽ夫

大
島
久
美
子

▲ロビーも人でいっぱい

　
（
あ
け
ぼ
の
）

　
　
（
安
塚
且

（
緑
町
二
丁
目
）

（
緑
町
二
丁
目
）

　
（
国
谷
本
田
）

　
　
（
助
谷
原
）

　
（
安
塚
中
央
）

　
　
　
（
栄
町
）

　
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

壬
生
町
社
会
福
祉
協
議
会

法
人
設
立
2
5
周
年
記
念
表
彰

作
・
1
0
年
以
上
役
員
、

　
須
賀
俊
之

　
市
井
弘
子

号
活
動
功
労
者

　
藤
田
藤
三
郎

　
そ
う
と
め

　
早
乙
女
俊
子

評
議
員
で
あ
る
者

　
（
緑
町
一
丁
目
）

　
（
緑
町
三
丁
目
）

千
古
町
）

玉
表
町
）

戸
崎
豊
治

河野

野口

辺百

泰汽合

子こ子

橋
本
福
一

山大

崎栗

文士ト

吉言ミ

高
間
信
義

▲福祉車両の展示

　
　
　
（
旭
町
）

　
（
あ
け
ぼ
の
）

　
（
安
塚
南
部
）

　
　
　
（
馬
場
）

　
（
国
谷
中
央
）

　
　
（
福
和
田
）

（
緑
町
三
丁
目
）

高
額
寄
附
者
表
彰

（
１
５
万
円
以
上
の
寄
附
）

㈱
県
南
環
境

栃
木
県
歌
謡
協
会
下
都
賀
支
部

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
虹
の
会

星
の
宮
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

　
　
　
　
　
　
　
同
　
取
引
先
一
同

壬
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

壬
生
町
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会

メ
ー
デ
ー
下
都
賀
東
地
区
実
行
委
員
会

５
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教育委員会だより

～子どもの目線にn:った、９絞・家庭･:喩域を通しての

　　　　　　　　　{生さるZ:}｣を育む具烋的な方法として～

　平威14年度から毎週土曜日を休みとする完全９鮫週五日制

が、町内すべての小・申９鮫において、一斉に実施さ､れます。

　９鮫週五日制は…

　学校、家庭、地域社会での教育や生活全体で、子どもたちに「生きる力」をはぐく

み、健やかな成長を促すものです。

　土曜日や日曜日を利用して、家庭や地域社会で子どもたちが生活体験や自然体験、

社会体験、文化・スポーツ活動など様々な活動や体験をすることが望まれます。

ご………なﾌぜ41=…………:
完登9絞

=
淵五日制?

゜?………9?…………゜:i

　各種調査から、

不足、家庭では、

ます。

子どもたちの生活では、「ゆとり」

教育力の低下傾向、地域社会では、

のなさ、生活体験や自然体験の

連帯感の希簿化が指摘されてい

　このような現状を改善するためには、子どもたちの生活時間の家庭や地域社会での

比重を大きくし、子どもたちが主体的に使える時間を増やすことで「ゆとり」の中で

「生きる力」を身につけることが必要になるからです。

陽IT=生yさる'力Ｊごと1ま７=="===……==;

　○自分で課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行動し、よりよく

　　問題を解決する力

　○自らを律しつつ、他人と協調し、他人を思いやる心や感動する心など、豊かな人

　　間性とたくましく生きるための健康と体力

〈参考肩肘〉子どもたちの生活の実態

①小・中学生の通塾率の推移

区　　分 昭和51年 昭和60年 平成５年

小学生平均 12.0％ 16.5％ 23.6％

中学生平均 38.0％ 44.5％ 59.5％

資料：「児童・生徒の学校外学習活動に関する実態調査」昭和51/60年

　　　「学習塾等に関する実態調査」平成５年　文部省

②子どもたちのストレス（「ある」と答えた者の割合）

区　　分 小学生 中学生

眠れない 33.7％ 34.8％

疲　れ　る 27.9％ 45.7％

朝食欲がない 26.1％ 41.4％

イライラする ノ 26.4％

資料：「小学生の生活と文化」平成６年

　　　「中学生、高校生の生活と意識」平成４年　ＮＨＫ世論調査

③自然体験のない小・中学生の割合

　(｢ほとんどない｣と答えた者の割合)

　次のような体験が｢ほとんどない｣

　.f?!‘--‘'I'-｡‘S“9‘　　　　　　　　　　一四－■■■d-･-
　j･=･=｡=i･=･,･=･==･.JJ.贋｡｡:JI,ill｡;ljiJ,IJ,1=1　　　　　　　　　=U;真一Σ=

桝一　一惑旨迄な　　'祠

＝

細　

‥　

『回包毘讐　　2仙

　ｦ91

？ な||ｦｱ|

：11111　ﾁl濡;温公差包゜　ia

54％

日の出・日の人を見る、木登りといった自然体験をし

たことがないという子どもがたくさんいます。

資料：「子どもの体験活動等に関するアンケート調査」

　　　平成10年　文部省

６



生
活
体
験

　豊方な烋験は子どもたちにとってAUIです…

　生活体験や自然体験の豊富な子どもほど、「友達が悪いことをしていたら、やめさせ

る」「バスや電車で席をゆずる」などといった道徳観や正義感が身についているという

調査結果が出ています。

　ある一道徳観正義感一ないある←酒徳観止喜怒→ない

ある　　　　　　　49　　　　　　　　　35　　　　　15　　　　　ある　　　33　　　　　　　　34　　　　　　26膨l

　　29　　　　　　　38　　　　　　　30　　　1゛　　　自　　22　　　　34　　　　　36　　謙宍

　14　　　　31　　　　　　　　44 呆　訟　　15　　3o　　　　42　　回廊

　　　　　　認.竺厨?萍.隋I眉'.'--.‘験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頴話説怨言尨昌

1

5　　18　　　　　　　52 万　　言.　　　　1　!1　　24　　　　　　　48

ない　　13　　　　　44　　　　廊順順自説回　　　　　　ない8　17　　　　　46　　　　圖自麗麗W

Ｏ％ ２０％ 　　　40％　　　60%　　　80％　　100%　　　0%　　　20%　　　40%　　　60％　　　80%

生活体験と道徳観・正義感　　　　　　　　　　　　　　　　　自然体験と道徳観・正義感

　資料：「子どもの体験活動等に関するアンケート調査」　文部省　平成10年12月

　現在、町教育委員会では「完全学校週５日制」に向け、きのこ栽培とクワガタの育

て方・ハイキング・宿泊研修・リース・フラワーアレンジメント講座・土器づくりな

ど、親子ふれあい事業や子どもたちの自然体験活動に取り組んでおりますが、今後、

家庭や地域社会での自然体験、社会文化活動、スポーツ活動を支援する事業をさらに

展開してまいります。

１／８

１ ／１３

２／１

２／２

（火）第３学期始業式

（日）第53回成人式

（金）南犬飼中立志式

（土）「栃木の子どもをみんなで育てよう運動」地域フォーラム

２／６（水）壬生中立志式（宿泊学習）

２／９（土）男と女とのつどい

2 /14 （木）中学校入学説明会

今後自主講座として続けたいですか？

続けたくない その他　６％

続けたい 665人

続けたくない 23人

そ　の　他 43人

１００％

３／１（金）壬生町児童生徒表彰

３／７（木）栃木県立高校入試（学力試験）

３／８（金）栃木県立高校入試（面接試験）

３／９（土）中学校卒業式

3 /19 （火）小学校卒業式

3 /22 （金）平成13年度修了式

ＩＴ　講　座　風　景

　生涯学習館では、今年度87のＩＴ講座を開設し、現在の受講予定者数を含め1699名の

方が受講することになります。

　参加者の万々から、アンケートによりご意見､ご感想を頂きました。その中で、グラフ

にもありますように多＜の方々が、更にＩＴ講座を受講したいと希望しています。また、

講座の内容においても、ワープロソフト、エクセル、画像処理などの学習をしたいとい

う希望があることも分かりました。

　生涯学習館では、住民の皆様の願いを実現するために、来年度の重点事業として考え

て参ります。

７

一
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３　学　期　の　主　な　行　事
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１
　

：

皿
－
Ｉ
パ
レ
）

＾七
万

毎
語
部
最
優
秀

卜

圭

　
人
権
に
問
す
る
問
題
は
、
い
じ
め
や

障
害
者
問
題
：
フ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害

や
同
和
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
こ

れ
ら
を
他
人
事
に
せ
ず
、
明
る
い
町
を

つ
く
ろ
う
と
、
大
権
の
集
い
」
が
Ｈ

月
2
8
日
、
町
中
央
公
民
館
中
ホ
ー
ル
で

人生コーディネーター青木早枝子氏による講演

行
わ
れ
、
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
集
い
で
は
、
主
催
者
挨
拶
の
あ
と
、

町
内
小
・
中
学
生
を
対
象
に
実
施
し
た

人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
の
入
貧
者

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
く
発
表ヽ 一 一

小
３
年
山
上
犬
さ
ん
、
壬
生
東
小
４
年

山
田
和
希
さ
ん
、
南
犬
飼
中
学
校
３
年

榎
本
粧
子
さ
ん
ら
３
名
が
入
賞
作
品
の

朗
読
発
表
を
し
ま
し
た
。

　
次
に
人
生
コ
し
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
青

木
早
枝
子
氏
に
よ
る
、
『
2
1
世
紀
を
生

き
る
「
男
（
ひ
と
）
」
と
「
女
（
ひ
と
）
」
』

と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
講
演

で
は
託
児
活
動
や
相
談
活
動
の
中
か
ら
、

「
地
域
の
青
少
年
と
ど
う
関
わ
っ
た
ら

よ
い
か
」
ま
た
、
「
入
を
人
と
し
て
尊

重
し
て
い
る
か
」
な
ど
、
乳
幼
児
や
暴

走
族
の
少
年
の
体
験
談
を
通
し
て
語
っ

て
い
た
だ
き
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者
（
敬
称
略
）

★
小
学
生
の
部

員
優
秀
　
鯉
沼
香
織
（
壬
生
小
６
年
）

★
中
学
生
の
部

最
優
秀
　
賀
川
明
洋
（
壬
生
中
２
年
）

人
権
啓
発
作
文
入
賞
者

★
小
学
校
低
学
年
の
部

員
優
秀
　
山
上
　
犬
（
壬
生
小
３
年
）

　
題
名
「
だ
れ
も
が
犬
切
な
ん
だ
よ
」

★
小
学
校
高
学
年
の
部

員
優
秀
　
山
田
和
希
（
壬
生
東
小
４
年
）

回
町
納
税
の
推
進
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
標
語

優
秀
作
品
を
町
民
ホ
ー
ル
に
展
示

最優秀賞

６年　山□祥子さんの作品

小学生の部

　羽生田小

　
町
で
は
、
町
内
の
小
・
中
学
生
か
ら

納
税
の
ポ
ス
タ
ー
標
語
を
募
集
し
、
応

募
総
数
７
２
６
点
の
中
か
ら
最
優
秀
賞

２
点
、
優
秀
賞
1
0
点
、
佳
作
2
4
点
が
選

定
さ
れ
、
「
税
を
知
る
週
間
」
（
Ｈ
月
１
１

日
～
1
7
日
の
１
週
間
）
に
合
わ
せ
て
役

場
住
民
課
前
の
町
民
ホ
ー
ル
に
優
秀
作

品
１
２
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
次
代
を
担
う
町
内
小
学
６

年
生
及
び
中
学
２
年
生
を
対
象
に
、
納

税
の
標
語
作
成
を
通
し
て
納
税
に
対
す

る
理
解
を
深
め
、
ま
た
夏
休
み
期
間
を

利
用
す
る
こ
と
で
家
族
み
ん
な
で
納
税

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
し
て
い
た
だ

こ
う
と
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で

最優秀賞

２年　高橋理依さんの作品

中学生の部

　南犬飼中

す
。

最
優
秀
賞

　
山
□

　
高
橋

優
秀
賞

し
よ
う
こ

祥
子

　
り
え

理
依

福
田
華
緒
里

ふ
る
か
わ
　
あ
や

古
川
　
彩

渡
辺
み
ゆ
き

小
野
口

大
川

宇林
野

晴μ岡

山竺部
岸

介苫涼;
陽
子

（
羽
生
田
小
６
年
）

（
南
犬
飼
中
２
年
）

（
壬
生
小
６
年
）

平
生
東
小
６
年
）

（
睦
　
小
６
年
）

（
稲
葉
小
６
年
）

（
安
塚
小
６
年
）

宝
生
中
２
年
）

貴ぷ

博宵

八

真
理

八

亜あ

由ゆ友ゆ

夢む貴t

11　11

（
南
犬
飼
中

八

　μ

--

２

年

心
心

８



題
名
「
ぼ
く
も
お
じ
い
ち
や
ん
も
み

　
　
　
ん
な
同
じ
」

★
中
学
生
の
鄙

最
優
秀
　
榎
本
粧
子
（
南
犬
飼
中
３
年
）

　　壬生小　６年

鯉沼香織さんの作品

　
町
の
教
育
振
興
発
展
の
た
め
、
特
に

功
労
の
あ
っ
た
方
等
を
表
彰
す
る
壬
生

功
労
者
に
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
る

町
教
育
文
化
祭

が
、
Ｈ
月
2
1
日

町
中
央
公
民
館

中
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
教

職
員
を
は
じ
め

Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者

約

2
0
0
名
が
参
加

し
て
行
わ
れ
、

松
本
教
育
委
員

長
の
あ
い
さ
つ

に
続
い
て
、
教

育
振
興
に
功
労

の
あ
っ
た
方
に

表
彰
状
が
、
本

町
を
最
後
に
退

職
さ
れ
た
方
々

題
名
「
自
分
の
身
に
な
っ
て
か
ら
分

　
　
　
か
っ
た
こ
と
」

　　壬生中　２年

かかわあきひろ賀川明洋さんの作品

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
式
典
終
了
後
、
中
尊
寺
貫
首

千
田
孝
信
師
か
ら
「
心
の
教
育
」
と
題

す
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
（
敬
称
賠
）

○
教
育
振
興
に
功
労
顕
著
で
あ
っ
た
個

　
人

　
高
橋
悦
子
　
壬
生
町
い
ず
み
町
６
－

　
２
（
壬
生
町
立
生
涯
学
習
館
運
営
審

　
議
会
委
員
）

○
本
町
を
最
後
に
退
職
さ
れ
た
教
職
員

　
大
出
常
三
郎
　
石
橋
町
大
字
上
古
山

　
―
。
５
０
２
－
１
　
（
壬
生
町
立
壬
生

　
小
学
校
）

　
栗
原
香
明
壬
生
町
落
合
Ｉ
－
４
－

　
1
5
（
壬
生
町
立
壬
生
東
小
学
校
）

　
藤
田
　
幸
男
宇
都
宮
市
双
葉
２
－

　
１
－
９
（
壬
生
町
立
膝
小
学
校
）

　
竹
田
　
安
男
栃
木
市
箱
森
町
5
1
－

　
4
0
（
壬
生
町
立
壬
生
中
学
校
）

　
ま
た
、
栃
木
税
務
署
で
募
集
し
ま
し

た
「
税
に
関
す
る
中
学
生
の
標
語
」
の

優
秀
作
品
６
点
も
併
せ
て
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

関
東
信
越
国
税
局
長
賞

　
須
藤
明
日
香
（
壬
生
中
３
年
）

　
標
語
「
明
る
い
未
来
　
あ
な
た
の
そ

　
　
　
　
の
手
と
税
金
で
」

栃
木
税
務
署
長
賞

　
高
橋
　
愛
　
（
壬
生
中
３
年
）

標
語
「
税
金
が
　
つ
く
り
あ
げ
て
る

　
　
　
豊
か
な
社
会
」

高
橋
　
理
依
（
南
犬
飼
中
２
年
）

標
語
「
よ
く
知
ろ
う
　
身
近
な
税
の

　
　
　
大
切
さ
」

租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

　
石
崎
祐
紀
臣
（
南
犬
飼
中
３
年
）

　
標
語
「
税
金
は
　
あ
な
た
の
夢
の
サ

　
　
　
　
ポ
ー
タ
ー
」

栃
木
県
税
事
務
所
長
賞

　
大
木
　
美
穂
（
南
犬
飼
中
１
年
）

　
標
語
「
輝
い
た
　
未
来
を
作
ろ
う
税

　
　
　
　
全
て
」

壬
生
町
長
賞

　
梁
島
　
諭
　
（
壬
生
中
３
年
）

　
標
語
「
税
金
を
　
き
ち
ん
と
納
め
て

　
　
　
　
住
み
よ
い
社
会
」

　
大
島
　
理
絵
（
南
犬
飼
中
３
年
）

　
標
語
「
税
金
で
　
結
ぶ
人
々
支
え
る

　
　
　
　
社
会
」

『
学
校
新
聞
等
に
活
用
し
て
下
さ
い
』

　
　
　
ｓ
Ｌ

ｔ
．
｜
＆
Ｋ
Ｋ
_
ｉ
Ｌ

ｓ
ｘ

ｒ
'
ｓｓ
／
ａ
１
．
１
１
Ｍ
Ｉ

¬工

ル

モ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ジ
カ
メ
を
寄
贈

の
デ
ジ
カ
メ
を
寄
贈

　
お
も
ち
や
の
ま
ち
の
バ
ン
ダ
イ
出
身

の
有
志
が
設
立
し
た
企
画
会
社
（
株
）

ブ
レ
イ
ブ
（
代
表
取
締
役
社
長
　
六
浦

俊
幸
）
様
か
ら
、
こ
の
ほ
ど
セ
サ
ミ
ス

ト
リ
ー
ト
の
「
エ
ル
モ
」
や
、
あ
ひ
る

の
「
ガ
ー
コ
」
等
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
合
計
4
8
台
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
は
、
町
内
の

各
小
・
中
学
校
に
４
台
ず
つ
配
ら
れ
、

撮
影
し
た
画
像
を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込

ん
で
、
学
校
新
聞
等
を
作
る
と
き
や
、

Ｅ
メ
ー
ル
等
に
添
付
す
る
な
ど
で
活
用

し
て
も
ら
い
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

９



町
発
展
へ
の
功
績
た
た
え
る

自
治
功
労
者
表
彰

受
貧
者
の
方
々

　
　
（
敬
称
略
）

前
列
右
か
ら

橋
本
福
一

黒
子
昭
平

坂
田
佐
一
郎

清
水
町
長

鈴
木
史
郎

足
助
正
信

石
塚
勘
一

後
列
右
か
ら

お
も
ち
や
団
地
協

同
組
合
事
務
局
長

　
　
栃
木
卓
夫

大
場
仲
一

柳
沢
健
一

中
島
義
家

協
栄
物
流
㈱

　
　
梅
野
　
泉

　
円
内
右
か
ら

一
玉
田
　
隆

　
松
本
景
子

　
永
年
に
渡
り
、
町
政
の
発
展
、
福
祉
の
増
進
、
体
育
振
興
等
、
各
方
面
に
お

い
て
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
る
自
治
功
労
者

の
表
形
式
が
Ｈ
月
２
日
、
役
場
正
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
特
別
功
労
賃
１
名
、
功
労
賃
1
0
名
、
徳
行
賞
２
名
の
方
々
が
表
彰

さ
れ
、
清
水
町
長
か
ら
表
形
状
と
記
章
及
び
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

轡
特
別
功
労
賞
（
敬
称
略
）

坂
田
佐
一
郎
　
上
稲
葉
１
４
６
４
番
地
―

参
功
労
賞

○
８
年
以
上
町
議
会
議
員
の
職
に
あ
っ

た
者

鈴
木
史
郎
　
安
塚
１
９
３
５
番
地

○
1
2
年
以
上
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の

職
に
あ
っ
た
者

大
場
伸
一
　
上
稲
葉
１
７
６
１
番
地
３

○
1
5
年
以
上
福
祉
委
員
の
職
に
あ
っ
た

者黒
子
昭
平
　
福
和
田
↓
５
８
７
番
地
5
4

橋
本
福
一
　
藤
＃
２
３
２
番
地
３

松
本
景
子
　
幸
町
二
丁
目
2
9
番
１
号

○
2
0
年
以
上
条
例
ま
た
は
規
則
で
設
置

し
た
交
通
指
導
員
に
あ
っ
て
功
績
が
あ
っ

た
と
認
め
ら
れ
る
者

足
助
正
信
　
福
和
田
１
２
６
２
番
地
２

○
2
0
年
以
上
条
例
ま
た
は
規
則
で
設
置

し
た
体
育
指
導
委
員
に
あ
っ
て
功
績
が

あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
者

玉
田
　
隆
　
中
央
町
Ｈ
番
６
号

中
昌
義
家
　
助
谷
８
１
０
番
地
５

柳
沢
健
一
　
至
宝
二
丁
目
８
番
７
号

○
通
算
に
よ
り
消
防
団
員
・
福
祉
委
員

の
職
に
あ
っ
た
者

苔
塚
勘
一
　
壬
生
甲
２
５
８
９
番
地
１

受賞者代表による謝辞

櫓
徳
行
賞

○
町
に
１
件
1
0
0
万
円
以
上
の
金
品
を
寄

付
し
た
者
。
た
だ
し
受
益
者
の
当
該
受

益
に
関
す
る
寄
付
を
除
く

お
も
ち
ゃ
団
地
協
同
組
合

理
事
長
　
　
　
富
山
允
就

　
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
一
丁
目
３
番
1
0
号

協
栄
物
流
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　
裾
野
　
泉

　
　
　
　
　
　
壬
生
乙
４
０
３
６
番
地
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っておきの

蕎麦がもたらす

　　　　地域の輪

J;の
安塚中央瓦井研三さん

宿場
皆さんのご応募を

お待ちしています!

-

　
６
年
前
に
教
員
を
退
職
し
た
長

井
さ
ん
は
、
ず
っ
と
前
か
ら
や
っ

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
「
蕎
麦

打
ち
」
を
独
学
で
始
め
ま
し
た
。

あ
ち
こ
ち
食
べ
歩
き
、
飛
び
入
り

で
講
習
会
に
参
加
し
た
り
、
親
戚

な
ど
に
配
っ
た
り
し
て
経
験
を
積

み
、
今
で
は
い
ろ
ん
な
集
ま
り
で

蕎
麦
を
打
っ
て
み
せ
、
皆
さ
ん
に

熹
ば
れ
て
い
ま
す
。

この出で立ちで蕎麦を打ちます

　
ま
た
、
長
井
さ
ん
の
腕
前
を
人
づ
て

に
間
い
た
方
に
声
を
か
け
ら
れ
、
南
犬

飼
中
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
安
塚
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
で
、
蕎
麦
打
ち
教
室
を
開
い
て

い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
の
参
加

者
の
４
割
が
男
性
で
、
蕎
麦
を
自
分
で

打
っ
て
み
た
い
と
思
う
人
が
ほ
と
ん
ど

だ
そ
う
で
す
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
の
緑
化
フ
ェ
ア
で
は
、

ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
「
み
よ
し
ろ
」
で
蕎
麦

を
打
ち
、
と
て
も
好
評
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
今
年
も
す
で
に
３
月
か
ら
毎
週
土
・

日
と
祝
祭
日
に
は
ロ
グ
ハ
ウ
ス
に
出
か

け
て
い
き
、
３
人
の
蕎
麦
打
ち
仲
間
と

切
磋
琢
磨
し
て
腕
前
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
蕎
麦
粉
は
４
年
前
か
ら
自
宅
で
種
を

ま
い
て
作
っ
て
お
り
、
挽
き
た
て
の
粉

で
、
つ
な
ぎ
な
し
で
作
る
蕎
麦
は
格
別

だ
そ
う
で
す
。
蕎
麦
粉
は
同
じ
分
量
で

も
そ
の
日
の
気
温
や
湿
気
に
影
響
し
、

加
え
る
水
の
量
を
加
減
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
そ
う
で
す
。

　
　
「
蕎
麦
打
ち
を
始
め
て
、
い
ろ
い
ろ

な
集
ま
り
に
も
出
か
け
る
機
会
が
増
え
、

地
域
の
人
と
の
つ
な
が
り
が
も
て
、
毎

日
が
と
て
も
楽
し
い
」
と
話
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。

-

　
暦
の
冬
は
立
冬
か
ら
翌
年
の
立

春
前
日
ま
で
を
い
い
ま
す
が
、
そ

の
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
に
あ
た
る
口

（
1
2
月
2
1
日
ご
ろ
）
　
を
冬
至
と
い

い
ま
す
。
北
半
球
で
は
正
午
に
太

陽
の
高
度
が
一
年
中
で
一
番
低
く
、

昼
の
長
さ
が
最
も
短
く
な
る
と
き

で
す
。

　
気
象
的
に
は
冬
は
こ
の
こ
ろ

か
ら
が
本
番
で
す
。
北
日
本
や

山
間
内
陸
部
は
別
で
す
が
、
関

東
以
南
で
霜
が
降
り
た
り
氷
が

張
っ
た
り
す
る
気
温
に
な
る
の

は
、
冬
至
が
過
ぎ
た
あ
た
り
か

ら
。
こ
と
わ
ざ
に
言
う
「
冬
至

冬
な
か
冬
は
じ
め
」
は
、
暦
の
上

の
冬
と
気
象
上
の
冬
の
関
係
を
ず

ば
り
表
現
し
て
い
る
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　
太
陽
が
飯
南
に
位
置
す
る
冬
至

は
、
古
代
中
国
の
天
体
思
想
で
は

太
陽
運
行
の
出
発
点
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
冬
至
を
太
陽
の
誕
生
日

と
す
る
考
え
方
は
西
洋
に
も
あ
り
、

イ
エ
ス
の
誕
生
を
祝
う
ク
リ
ス
マ

ス
も
冬
至
に
合
わ
せ
て
定
め
ら
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ク
リ
ス

一弓
マ
ス
の
日
付
が
2
5
日
な
の
は
、
天

文
学
の
知
識
不
足
の
た
め
に
日
が

ず
れ
た
と
い
う
の
が
定
説
で
す
。

　
古
代
か
ら
の
冬
至
の
風
習
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
今
日
に
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
小
豆
が
ゆ
、
カ
ボ
チ
ャ
、
コ
ン

ニ
ャ
ク
な
ど
特
定
の
食
物
を
食
べ

る
の
も
そ
の
一
つ
。
こ
れ
は
こ
の

時
期
に
は
珍
し
く
な
る
野
菜
類
を

冬
の
祭
り
に
供
え
た
風
習
が
受
け

　
　
継
が
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い

　
　
ま
す
。
ま
た
、
地
方
に
よ
っ

　
　
て
は
冬
至
に
レ
ン
コ
ン
や
ミ

　
　
カ
ン
、
ダ
イ
コ
ン
な
ど
「
ン
」

　
　
の
つ
く
食
物
を
七
種
食
べ
る

　
　
と
運
を
坪
ぶ
、
ゆ
ず
湯
に
入

　
　
る
と
か
ぜ
を
ひ
か
な
い
な
ど

　
　
の
俗
信
が
あ
り
、
今
に
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。
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まちのわだい

藤栄ベンさん100歳に

　特別敬老金贈る

　
北
小
林
の
藤
栄
ベ
ン
さ
ん
が
、
1
0
月

2
5
日
め
で
た
く
1
0
0
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、

町
で
は
当
日
藤
栄
さ
ん
宅
を
訪
れ
、
特

別
敬
老
金
1
0
0
万
円
と
花
束
を
贈
り
、
長

寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　
ベ
ン
さ
ん
は
、
明
治
3
4
年
生
ま
れ
で
、

耳
が
遠
い
ほ
か
は
と
て
も
健
康
で
、
顔

の
色
つ
や
も
よ
く
、
食
べ
物
も
好
き
嫌

い
が
な
く
、
今
で
も
身
の
回
り
の
こ
と

は
自
分
で
し
て
い
ま
す
。
ま
た
毎
日
新

聞
に
も
目
を
通
し
、
暖
か
い
日
に
は
、

庭
の
草
む
し
り
を
す
る
な
ど
の
元
気
な

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。

※
こ
の
制
度
は
、
平
成
６
年
４
月
か
ら

実
施
し
て
お
り
、
1
0
年
以
上
本
町
に
暮

ら
し
、
1
0
0
歳
を
迎
え
た
お
年
寄
り
に
特

別
敬
老
金
を
贈
っ
て
い
る
も
の
で
、
ベ

ン
さ
ん
は
６
人
目
と
な
り
ま
す
。

曾孫の里友ちゃん、苗友ちゃんといっしよのベンさん

今年も大好評！

壬生町産業まつり

外国人も女性の興味はやはり生け花

　
町
国
際
交
流
推
進
協
議
会
（
荒
川
誠

一
会
長
）
に
よ
る
第
２
回
「
食
と
文
化

の
つ
ど
い
」
が
、
町
中
央
公
民
館
で
1
0

月
2
8
口
に
開
催
さ
れ
、
外
国
人
5
0
人
を

含
む
約
5
0
0
人
が
参
加
し
、
お
互
い
の
異

文
化
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
民
と
町
内
・
近
隣
市
町

在
住
の
外
国
人
と
が
集
ま
り
、
餅
つ
き

や
そ
ば
打
ち
、
生
け
花
・
折
り
紙
を
外

国
人
に
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、

普
段
味
わ
え
な
い
日
本
の
文
化
に
触
れ

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で

各商店で思考をこらし、イベントを盛り上げる

　
町
の
商
工
‐
一
一
・
農
業
が
一
堂
に
集
ま
っ

た
第
1
9
回
総
合
産
業
ま
つ
り
が
１
１
月
３

す
。

　
会
場
に
は
、
お
で
ん
や
赤
飯
、
け
ん

ち
ん
汁
、
お
し
る
こ
、
き
ん
ぴ
ら
な
ど

の
日
本
食
と
、
中
国
・
ベ
ル
ー
こ
ノ
ラ

ジ
ル
な
ど
の
料
理
が
並
べ
ら
れ
、
お
互

い
に
試
食
し
、
異
文
化
を
理
解
し
な
が

ら
楽
し
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
ス
テ
ー
ジ

上
で
は
、
津
軽
三
味
線
・
ハ
本
節
・
剣

詩
舞
道
・
お
囃
子
・
ア
ン
デ
ス
音
楽
な

ど
が
披
露
さ
れ
盛
り
上
が
り
の
中
、
交

流
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

日
、
総
合
運
動
場
南
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
各
商
店
、
各
メ
ー
カ
ー

の
出
店
が
数
多
く
並
ん
だ
ほ
か
、
そ
ば

や
う
ど
ん
、
焼
き
そ
ば
な
ど
の
模
擬
店

も
並
び
、
ま
た
、
た
ま
ご
や
マ
ス
の
つ

か
み
取
り
、
サ
ン
マ
・
花
苗
の
無
料
配

布
な
ど
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
健
康
ふ
く
し
ま
つ
り
と
同

日
開
催
と
あ
っ
て
、
大
勢
の
家
族
連
れ

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
壬
生
町
共

通
商
品
券
（
1
0
％
プ
レ
ミ
ア
ム
付
）
販

売
で
は
長
蛇
の
列
が
で
き
、
関
心
の
高

さ
が
伺
え
ま
し
た
。
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まちのわだい地域の話題などをお寄せください
-

-

１
。
２
０
０
人
が
本
町
を
訪
れ
る

　
　
と
Ｉ
ぶ
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ

　
第
1
7
5
回
と
１
ぶ
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
が

Ｈ
月
1
0
日
行
わ
れ
、
東
京
方
面
か
ら
約

↓
。
２
０
０
人
が
本
町
を
訪
れ
、
町
内

の
各
施
設
等
を
見
学
し
な
が
ら
ハ
イ
キ

ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
小
雨
の
降
る
肌
寒
い
天
気

で
し
た
が
、
参
加
者
達
は
お
も
ち
や
の

町
駅
に
到
着
後
、
壬
生
総
合
公
園
～
牛

塚
・
車
塚
古
墳
～
壬
生
寺
～
城
址
公
園

～
東
雲
公
園
の
コ
ー
ス
を
元
気
よ
く
歩

き
ま
し
た
。

　
な
お
、
ゴ
ー
ル
場
所
の
東
雲
公
園
に

は
、
町
の
有
志
が
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」

を
設
け
、
か
ん
ぴ
よ
う
の
無
料
配
布
を

は
じ
め
イ
チ
ゴ
の
試
食
、
軽
食
の
販
売

等
を
行
い
、
町
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

ふれあい交流館前で町をＰＲ

ペットボトルで抽選会

栄町商店会がエコフェア

W /

抽選会には多＜の人が挑戦しました

　
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

の
商
店
街
づ
く
り
を
・
・
と
、
蘭
学
通

り
栄
町
商
店
会
（
青
木
和
夫
会
長
）
で

は
、
今
年
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

「
蘭
学
通
り
エ
コ
フ
ェ
ア
」
を
Ｈ
月
Ｈ

日
、
蘭
学
通
り
で
開
き
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ア
は
、
各
商
店
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
を
得
て
実
施
し
た
も
の
で
、

こ
の
日
の
メ
イ
ン
の
持
ち
込
ん
だ
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
で
町
共
通
商
品
券
が
も
ら
え

る
抽
選
会
に
は
、
多
く
の
人
た
ち
が
挑

戦
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
加
盟
店
に

よ
る
割
引
セ
ー
ル
や
栄
町
公
会
堂
で
は
、

松
本
内
科
医
院
の
松
本
院
長
に
よ
る
健

康
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
日
集
め
ら
れ
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
は
約
７
。
０
０
０
本
で
、
商
店

会
で
は
、
こ
れ
ら
を
換
金
後
、
全
額
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
す
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

リ
ー
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
事
業
部
門

を
任
せ
、
励
み
に
し
て
も
ら
お
う
と
始

め
た
も
の
で
す
。

　
集
ま
っ
た
中
学
生
1
3
入
は
右
腕
に
黄

色
の
ハ
ン
カ
チ
を
巻
き
、
２
ｍ
も
の
タ

イ
ト
ル
横
断
幕
を
持
ち
、
お
年
寄
り
や

子
供
た
ち
を
誘
導
し
て
、
国
谷
駅
前
か

ら
壬
生
総
合
公
園
ま
で
の
約
１
・
８
㎞

を
3
0
分
か
け
て
歩
き
ま
し
た
。

　
総
合
公
園
内
で
は
、
中
学
生
が
考
え

た
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
な
ど
で
交
流
し
、

楽
し
い
１
日
を
蝸
ご
し
ま
し
た
。

13

中
学
生
に
主
導
権
の
試
み

　
　
　
至
宝
町
南
自
治
会
で
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

私たちが先導します

リーでわんぱ＜公園に向かいますウォークラ

　
秋
晴
れ
の
Ｈ
月
1
8
目
、
至
宝
町
南
自

治
会
で
は
中
学
生
を
主
体
に
し
た
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
を
、
約
2
0
0
人
が
参
加
し
て
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
「
最
近
の
中
学

生
は
自
治
会
行
事
に
関
心
が
な
く
、
お

互
い
に
挨
拶
し
よ
う
に
も
、
顔
も
わ
か

ら
な
い
」
と
い
う
問
題
に
答
え
、
青
少

年
育
成
懇
談
会
時
に
「
自
治
会
は
」
つ
」

と
い
う
提
議
を
も
う
け
、
今
回
、
中
学

生
が
大
人
を
リ
ー
ド
し
て
ウ
ォ
ー
ー
ク
ラ
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｜町消防団通常点検
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町
消
防
団
（
中
根
幸
男
団
長
・
団
員

2
0
3
名
）
の
通
常
点
検
が
Ｈ
月
2
3
日
、
町

総
合
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
外
の
消
防
関
係
者
の
来
賓
が
見

守
る
中
、
人
員
・
服
装
点
検
、
機
械
器

具
点
検
、
ポ
ン
プ
操
法
並
び
に
放
水
点

検
な
ど
が
、
団
長
の
指
揮
の
も
と
迅
速

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
永
年
動
読
者
や
退
団
者
、
防

火
貯
水
槽
土
地
提
供
者
や
消
火
協
力
者

な
ど
表
彰
が
行
わ
れ
、
最
後
に
蘭
学
通

り
に
場
所
を
移
し
て
分
列
行
進
を
行
い

点
検
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
表
　
彰
　
　
（
敬
称
賂
）

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

○
功
績
章
　
第
３
副
分
団
長
清
野
信
夫

服
装
点
検
を
受
け
る
団
員

○
勤
続
章
1
5
年

　
　
　
　
　
第
３
副
分
団
長
清
野
信
夫

○
勤
紋
章
1
0
年

　
第
１
分
団
第
２
部
班
長
　
薩
葉
光
男

　
第
１
分
団
第
２
部
団
員
　
粕
尾
邦
彦

　
第
１
分
団
第
３
部
班
長
　
荒
川
千
裕

栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長
表
彰

○
功
績
章
　
第
２
副
分
団
長
荒
川
安
男

○
勤
続
章
５
年

第
１
分
団
第
１
部
団
員
　
鯉
沼
義
則

　
″
　
　
第
２
部
団
員
　
粕
尾
　
実

　
″
　
第
３
部
団
員
　
山
口
　
譲

　
″
　
第
４
部
班
長
　
田
上
桂
彦

　
″
　
第
４
部
団
員
海
老
沼
美
智
雄

　
″
　
　
第
４
部
団
員
　
橋
本
康
宏

第
２
分
団
第
３
部
部
長
　
赤
羽
根
信
也一 一

　
″
　
第
３
部
班
長

第
３
分
団
第
１
部
班
長

　
″
　
　
第
２
部
部
長

　
″
　
　
第
２
部
団
員

　
″
　
　
第
３
部
部
長

　
″
　
　
第
３
部
班
長

　
″
　
第
３
部
団
員

　
″
　
第
４
部
班
長

篠
原
一
郎

野
沢
忠
則

犬広関沢

裕行

斉
藤
文
男

臼斉

井藤

一宇真

也や二

上
田
一
雄

/7ﾀ/

第
４
部
団
員
　
鈴
木
淳
志

第
５
部
団
員
　
渡
辺
政
人

石
橋
地
区
消
防
団
連
絡
協
議
会
長
表
彰

○
優
良
部

第
１
分
団
第
３
路

男
２
分
団
第
１
部

壬
生
町
長
表
彰

○
功
績
章
　
第
３
副
分
団
長
清
野
信
夫

　
　
　
　
　
第
２
副
分
団
長
荒
川
安
男

○
勤
続
章
1
5
年

　
　
　
　
　
第
３
副
分
団
長
清
野
信
夫

○
勤
続
章
1
0
年

　
第
１
分
団
第
２
部
班
長
　
薩
葉
光
男

　
第
１
分
団
第
２
部
団
員
　
粕
尾
邦
彦

　
第
１
分
団
第
３
部
班
長
　
荒
川
千
裕

○
勤
続
章
５
年

　
（
栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長
表

彰
と
同
じ
）

○
優
良
部
及
び
努
力
賞
の
部

〈
優
良
部
〉

＊
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
１
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
分
団
第
１
部

＊
小
型
勤
カ
ポ
ン
プ
積
載
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
分
団
第
３
部

　
南
犬
飼
中
の
斉
藤
さ
ん

』
　
ご
み
散
乱
防
止
ポ
ス
タ
ー
で
最
優
秀
賞

　一一

ｐ

　W

南犬飼中　２年

斉藤　秋さん

14

匹
　
　
や
っ
て
い
る
の
で
、
構
想
が
浮
か
ん
だ
。

秋
　
　
背
景
が
む
ず
か
し
か
っ
た
」
と
話
し
て

　
ご
み
の
散
乱
防
止
と
再
資
源
化
を
進

め
る
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
コ
ン

テ
ス
ト
が
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
、
南
犬
飼

中
学
校
２
年
の
斎
藤
　
秋
さ
ん
の
ポ
ス

タ
ー
が
中
学
校
の
部
で
最
優
秀
賞
に
輝

き
ま
し
た
。

　
ポ
ス
タ
ー
ー
。
９
７
８
点
、
標
語
２
。

０
４
９
点
と
多
数
の
応
募
が
あ
り
、
こ

れ
ら
の
な
か
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

斎
藤
さ
ん
は
　
「
お
ば
さ
ん
が
農
業
を

国民健康保険功労者

石川昭三さんが

　　　　表彰を受ける

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
佳
作
に
は
、
小
学
校
低
学
年

の
部
で
、
安
塚
小
学
校
２
年
、
井
上
秋

穂
さ
ん
、
小
学
校
高
学
年
の
部
で
、
壬

生
小
学
校
６
年
、
飯
沼
悟
史
さ
ん
が
入

賞
し
ま
し
た
。



分
　
列
　
行

-

　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
５
部

〈
努
力
部
〉

＊
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
３
部

＊
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
積
載
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
４
部

感
謝
状

○
永
年
勤
続
消
防
団
員
夫
人

第
１
分
団
第
２
部
団
長
袖
尾
邦
彦
令
夫
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
袖
尾
恵
美
子

第
１
分
団
第
３
部
班
長
荒
川
千
裕
令
夫
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
川
美
子

○
平
成
1
2
年
度
退
団
者

　
　
　
　
　
　
　
こ
み
や
ま
ひ
ろ
く
に

　
　
　
　
　
　
　
小
宮
山
寛
国
　
仙
4
7
名

○
防
火
貯
水
槽
土
地
提
供
者

　
　
　
　
　
　
福
和
田
地
区
　
高
橋
敏
男

　
　
　
　
　
福
和
田
地
区
　
手
塚
利
夫

　
　
　
　
　
下
稲
葉
地
区
梁
島
昭
太
郎

　
　
　
　
　
国
谷
地
区
　
　
高
山
江
一

○
消
防
器
具
置
場
等
土
地
協
力
者

藤
井
南
部
地
区
（
―
－
４
）
毛
塚
昭
吾

羽
生
田
地
区
（
２
－
３
）
　
落
合
勝
則

○
消
防
団
行
事
協
力
者

　
　
　
　
　
　
　
陸
上
自
衛
隊
音
楽
隊

○
消
火
協
力
者

　
　
　
　
壬
生
甲
地
内

　
　
　
　
壬
生
甲
地
内

　
　
　
　
藤
井
地
区

　
　
　
　
藤
井
地
区

　
　
　
　
藤
井
地
区

　
　
　
　
藤
井
地
区

　
　
　
　
藤
井
地
区

優
良
連
合
会
と
し
て
表
彰
さ
れ
る

　
　
　
　
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
第
3
0
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
、

1
0
月
3
0
・
3
1
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、

愛
媛
県
松
山
市
の
県
民
文
化
会
館
で
開

か
れ
、
そ
の
席
上
、
壬
生
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
（
高
間
信
義
会
長
）
が
全
国

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
優
良
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
連
合
会
は
、
昭
和
5
2
年
４
月
に
結

成
さ
れ
、
ク
ラ
ブ
数
6
7
、
会
員
数
３
。

２
６
３
人
を
要
し
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
演
芸
大
会
を
３

　
㈱
す
が
野

　
戸
崎
　
明

　
寺
内
文
雄

　
　
　
え
い
し

宇
賀
神
英
士

お
こ
の
ぎ
　
つ
と
む

小
此
木
　
勉

　
小
林
雅
宏

　
石
原
邦
彦

本
社
に
し
た
「
心
と
か
ら
だ
の
健
康
づ

く
り
」
を
は
じ
め
、
友
愛
訪
問
活
動
や

「
社
会
奉
仕
の
日
」
の
清
掃
活
動
に
も

多
く
の
会
員
が
積
極
的
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
女
性
部
の
活
動
に
も
力

を
入
れ
て
お
り
、
「
地
域
に
役
立
つ
熟

年
老
に
な
る
た
め
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

研
修
会
等
で
切
磋
琢
磨
し
、
活
動
を
通

し
て
地
域
の
活
性
化
に
努
め
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

喜
び
の
高
間
会
長
（
中
央
）
と
宇
賀
神

事
務
局
長
（
左
）

ヽ 一

　
平
成
1
3
年
度
国
民
健
康
保
険
功
労
者

表
彰
式
が
Ｈ
月
1
2
日
、
栃
木
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
で
行
わ
れ
、
福
和

田
の
石
川
昭
三
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
｛
私
の
描
く
農
襄
・
農
村
｝
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
栃
木
県
の
将
来
を
担
っ
て

い
く
小
学
生
に
、
農
業
・
農
村
の
様
子

を
描
い
た
夢
と
希
望
の
あ
る
児
童
画
を

描
い
て
も
ら
い
、
児
童
は
も
と
よ
り
、

広
く
一
般
消
費
者
に
も
農
業
・
農
村
に

対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
て
も
ら
お

う
と
、
第
1
0
回
ふ
る
さ
と
と
ち
ぎ
農
業
・

農
村
児
童
画
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま

　
石
川
さ
ん
は
、
平
成
２
年
４
月
よ
り

壬
生
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委

員
を
務
め
ら
れ
国
民
健
康
保
険
運
営
安

定
の
た
め
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

し
た
。

　
多
数
の
応
募
が
あ
っ
た
な
か
、
厳
正

に
審
査
を
し
た
結
果
、
優
良
賞
（
ふ
る

さ
と
と
ち
ぎ
2
1
活
性
化
塾
塾
長
賞
）
に
、

小
学
校
低
学
年
の
部
で
壬
生
北
小
２
年
・

田
村
　
淳
君
、
小
学
校
中
学
年
の
部
で

同
じ
く
壬
生
北
小
３
年
の
大
垣
　
成
君

が
入
賞
し
ま
し
た
。
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1
0
月
2
7
日
～
2
9
日
ま
で
宮
城
県
利
府

町
の
グ
ラ
ン
デ
ィ
・
2
1
宮
城
ス
タ
ジ
ア

ム
で
第
１
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
開
か
れ
、
本
町
か
ら
益
子
愛
さ
ん

（
睦
作
業
所
所
属
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
従

来
別
々
に
開
催
さ
れ
て
い
た
「
全
国
身

体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
と
「
全
国

知
的
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
を
統
合

し
た
国
内
最
大
の
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
で
、
益
子
さ
ん
は
、
栃
木
県
選
手

団
の
一
人
と
し
て
、
陸
上
競
技
の
8
0
0
ｍ

走
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
に
出
場
し
、
8
0
0

ｍ
走
が
４
分
1
2
秒
3
4
で
５
位
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
投
で
は
９
ｍ
8
6
で
４
位
と
、
い

町
長
室
に
て
、

出
発
の
あ
い
さ
つ

　　６競技で入賞果たす

　　栃木県民スポーツ大会

　平成13年度栃木県民スポーツ大会が9/30、10/

7の２日間にわたり県総合運動公園他の各会場で

行われ、下都賀郡民体育祭を勝ち抜いた競技団体

が壬生町代表として他町村の強豪と技を競いまし

た。

　その結果、６競技で入賞を果たしました。

優　勝　バスケットボール男子

準優勝　婦人バレーボール

第３位　ゲートボール

　　　　バドミントン

　　　　テニス

　　　　ソフトテニス

健闘○1………゜……第‘n=ﾉ｣回下都賀地区

スポーツ・レクリエーション大会

　
1
0
月
2
8
日
（
日
）
小
山
市
に
お
い
て

第
Ｈ
回
下
都
賀
地
区
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
６
種
類
に
下
都

賀
郡
内
か
ら
約
１
。
１
０
０
名
が
参
加

し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

〈
本
町
関
係
入
賞
者
〉
　
（
敬
称
略
）

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ｂ

第
３
位
　
高
木
米
蔵

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
女
子
東
ゾ
ー
ン

第
３
位
　
小
平
テ
ル

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
女
子
北
ゾ
ー
ン

第
３
位
　
生
井
和
子

ず
れ
も
自
己
ベ
ス
ト
記
録
を
更
新
し
健

闘
し
ま
し
た
。

本
町
の
益
子
愛
さ
ん
　
健
闘

　
　
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

第４回小・中学生柔道大会

(11/18　町総合運動場武道館)

優勝した峯さん、奥村さん、鈴木さん

　　　　　　　　中川さん（右から）

　成　績（敬称賂）

小学１年生・２年生の部

　優　勝　中川翔太（安塚小）

　準優勝　人類由妃（安塚小）

小学３年生・４年生の部

　優　勝　鈴木大坪（稲葉小）

　準優勝　早乙女巧（稲葉小）

小学５年生・６年生の部

奥村ハンセン（安塚小）

大類康史（安塚小）

優　勝　峯　卓也汪生中）

準優勝　鈴木諒太（壬生中）
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　 第

1 7 回 壬

生 町 バ

ス

ケ

ッ

ト

ポ

ー

ル

大 会

(11/11､18　南犬飼中学校新体育館、町総合運動場

体育館　男子の部14チーム、女子の部７チーム)
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男子の部優勝　壬生体協チーム

　
　
成
　
績

男
子
の
部

優
　
勝
　
壬
生
体
協
（
壬
生

準
優
勝
　
下
都
賀
Ｏ
Ｂ
（
栃
木
）

第
３
位
　
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
（
藤
原
）

　
　
　
　
畏
協
医
大
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

　
　
　
　
ル
部
宝
生
）

女
子
の
部

優
　
勝

準
優
勝

第
３
位

Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
（
鹿
沼
）

壬
生
ク
ラ
ブ
（
壬
生
）

益
子
ク
ラ
ブ
（
益
子
）

Ｂ
・
Ｍ
・
Ｇ
・
Ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
ｓ

（
壬
生
）
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…………栃木税務署より還付申告書作成説明会

○説明を聞きながらご自分で申告書を作成し、その場で提出できます。

○この説明会で申告した方の還付金は、おおむね40日で還付を行います。還付金の受

　取は、銀行等の□座振込をご利用下さい。

説明会会場 所　在　地 時　　間

小山市文化センター小ホール 小山市中央町ト1-1 9:30～，13:30～

●開催日 １月30日（水）、 １月31日（木）

r"s-一"¨'¨¨¨"""'--一一一-一一-一一--‥･
ｉ　当日必ず持参していただくもの

①平成13年分の「年金の源泉徴収票」（コピー不可）

②医療費控除をあわせて受ける方は、その関係書類

③「社会保険料の金額がわかる書類」、「生命保険料の支払（控除）証明書」

　　及び「損害保険料の支払（控除）証明書」

④印鑑・ボールベン及び計算器具（電卓）

⑤申告者本人名義の通帳

＊年金以外の収入（給与等）のある方はご遠慮下さい。
－
－
－

　Ｊｮ匹∃-＿・皿＿．__　＿＿＿四‾‾‾　＿_　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　確説賜

　=ﾆｰこ＝　=ﾆ　‾耳--－ΞΞF゛＝zご＝＿ごら二こご二こｰこ_ﾆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｰﾄ'r--_ごJ‾
　㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜　㎜　　一　一＝　＝＝=＝＝　＝=　-＝=　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4Z-一一　-一一｀　言1'言レ首-ド互－一違ざ肩に亘龍こフコ⊇⊇Ｊ融歯言穿丿穿S-?言圭一一一　　　　　＿＿詰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　朧三回
　　___＿　＿＿　　　＿＿＿　__＿_＿＿＿＿＿__．＿．＿‥__　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、
　　雪ﾆｺﾞ言言肩言ご尚尚言言貪Ξ=ｓ５ﾆＪ２=自己ﾆ=５昌皿こｰ一一　　　　　　　　　　　　　一匹

●開催日　　２月１日（金）
ls－゜””’“s

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

－■■■㎜幽■■－■■■■幽趣■㎜■■■■幽－■■■－■■趣■■－■■－－■■幽趣趣㎜■■■■趣－■－■－幽■■■■■■－■一幽■幽■■■■■■－㎜幽幽㎜■■■

－ － － － 一 一

当日必ず持参していただくもの

①平成13年分の「給与所得の源泉徴収票」（コピー不可）

②平成13年中に支払った「医療費の領収書」、交通費がある場合はその明細書

　　（裏面の医療費控除の内訳書をあらかじめ記入しておいて下さい）

③高額医療費の補てん等がある場合は補てんされた金額のわかる書類

④印鑑・ボールベン及び計算器具（電卓）

⑤申告者本人名義の通帳

－
－
－
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ･ ＝ ＝ － － ＝ － － ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ・ ＝ ＝ ・ ･ － - - － － ｡ = ･ - … … に … … … … … … … = i － 　 － ・ ． ゛ ご … … … … …
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ － 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ･ 　 　 － ＝ ふ － － ・ 一 － － － 一 一 － ・ － ・ － － － － ・ － ■ ・ ・ ・ ･ ・ ・ ・ ・ － ・ ・ ･ ･ ・ － ･ ･ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ¨ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ｉ ・ ・ － ・ ・ ・ ･ ･ ・ ・ ・ ・ ・ ・ － ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ･ 　 ･ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 　 ・ ・ ・ ・ 　 ･ ・ 　 ・ 　 ･ ・ － ・ ・ ･ 　 ･ 　 　 　 ・ ． ・ ． ・ 』 ･ ● ・ ． Ｉ ． －

●開催日　　２月５日(火)、２月６日(水)

　　f･¨¨¨¨s¨¨¨白‘“｀“s--¨¨¨'“s'¨¨¨“'¨ss“s---¨¨¨“¨¨¨¨ss¨“s-----¨¨¨¨

当日必ず持参していただくもの

①平成13年分の［給与所得の源泉徴収票］（コピー不可）

②「住民票の写し」（Ｈ１４、１、１以降交付のもの）

③家屋の「登記事項証明書」又は「登記簿の謄本」

④「売買契約書」の写し又は「請負契約書」の写し

⑤「住宅取得資金に係る借入金の年末残高等証明書」

⑥増改築の場合は、「建築確認通知書」の写し、「検査済証」の写し又は建築士

　　から交付を受けた「増改築等工事証明書」

⑦印鑑・ボールベン及び計算器具（電卓）

⑧申告者本人名義の通帳

＊家屋とともに購入した敷地の購入に係る住宅借入金（取得）等の控除を受け

　　る場合は、敷地の「登記事項証明書」又は「登記簿の謄本」と「売買契約書」

　　の写しなどが必要です。

要件等詳しいお問い合わせは‥･栃木税務署個人課税部門　昔２２－１７１６
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